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た．

 ドナー・レシピエγト間MLRのstimulation index

（S．L）の平均値はDST前が26．2±19．3，後が12．6±

13．9と有意な低下が認められた（p〈0．005）．これらの

患者のうちMLR S．1．が著しく低下した7名の患者血

清によりHLA・DRパネルセルを用いたMLR抑制試

験を行なったところドナー・レシピエント間MLRと

同じDRタイプを含むパネルセルMLRに特異的な抑

制がみられた．

 またDST患者とDSTを行なっていない移植前患

者についてリンパ球内Ca＋＋とPHA刺激によるCa＋＋

infiuxを測定した結果，リンパ近代Ca＋＋のPHA S．1．

はDSTを行なっていない患者では3．6±1．0であり，

DST患者では2．6±0．7と有意に低下し， in vivoにお

けるTcRに対する抗イディオタイプ抗体の影響が示

唆された．

 4．慢性関節リウマチ（RA）患者からのBSF・2／IL・

6産生に関する検討

   （リウマチ痛風センター）

      橋爪久美子・弘瀬 純子・佐藤 和人・

      宮坂 信之・西岡久寿樹

 慢性関節リウマチ（RA）における各種サイトカイン

の役割が注目されている．今回我々は，RAにおける

BSF－2／IL・6の意義について，さらに検討する目的で，

末梢血，関節液，および関節滑膜からのIL－6産生など

の検討を行った．

 方法：対象は，ARA診断基準を満たすRA患者を

用い，関節滑膜は，関節鏡により採取した．各種細胞

の上清中のIL6活性は， SKW－CL4細胞株からのIgM

産生誘導能を指標にして測定した．

 結果：1．RA患者末梢血リンパ球からは，無刺激下

で，IL6産生が見られた，一方， RA関節滑膜内のIL

6特異的mRNAも増加していることが， Northern

blot法により確認された．2．免疫学的検討により，

RA滑膜において集族するリンパ球の一部に， IL6陽

性細胞を認めた．

 結論：今後さらにRA関節滑膜内において， RA病

変形成過程におけるIL－6の関与について検討が必要

であろう．

 5．Toxic shock syndrome toxin・1によるT細胞

およびB細胞からのIL・2の産生

      （微生物学）厳  小傑・斎藤 慎二・

            今西 健一・内山 竹彦

 Toxic shock sydrome toxin－1（TSST－1）はブドウ

球菌外毒素であり，免疫系と細網内皮系組織に種々の

作用を示す．我々は今回の実験で，TSST－1やCon A

で誘導したリンパ芽球に同一マイトージェンで二次刺

激することにより，IL・2の産生が一次刺激と比べ充進

ずること，かつマイトージェン特異性があることを見

出した．また，TSST－1誘導リンパ芽球からT細胞を

除去してもIL2産生が観察された実験結果は， TSST－

1とT細胞由来リンフォカインによって活性化された

B細胞か他の細胞がTSST・1単独の刺激によりIL－2

の産生の能力を獲得したことを示すと我々は考えてお

り，現在，さらに解析を進めている．

 6．Toxic shock syndrome toxin－1のマウスリン

パ球上のbinding siteの研究

      （微生物学）内山 竹彦・厳  小傑・

            今西 健一・斉藤 慎ニ

 ブドウ球菌外毒素toxic shock syndrome toxin－

1（TSST－1）はtoxic shock syndrome（TSS）の原

因外毒素であり，TSSに見られる異常所見の誘導には

TSST－1の免疫組織に対する作用が大きな係わりを持

つと考えられている．今回我々はTSST・1のマウスリ

ンパ球上のbinding siteについて解析したので報告す

る．

 （1）TSST－1はマウスT細胞に対して強いマイトー

ジェン作用とIL－2産生を試嫁する．（2）マウスリンパ

球はTSST－1に対するbinding siteを表現する．（3）

正常マウスB細胞上のbinding siteは2．2×104／細胞，

Kd＝138×10｝8molであったが，正常マウスT細胞

には測定可能なレベルでは表現されていない．（4）B

細胞に結合したTSST－1はT細胞に対して強いマイ

トージェソ作用を示す．

 7．腎移植患者におけるOKT3モノクローナル抗体

（Muromonab・CD3）投与後の免疫学的モニタリング

ーリンパ球セットによる免疫抑制効果の検討一

   （腎臓病総合医療センター外科）

      早坂勇太郎・河合 達郎・高橋 公太・

      東間  紘・阿岸 鉄三・太田 和夫

 最近，従来の免疫抑制剤では抑制しえない強い拒絶

反応に対し，ヒトTリンパ球OKT3モノクローナル抗

体（Muromonab－CD3）によるpulse therapyを併用

し，その有効性を認めている．しかしMuromonab・

CD3はヒトに異種抗原性を示すマウスIgGであるた

め，短期間で有効的に使用しなけ’ればならない．この

ためMu－CD3抗体投与後の抑制効果を判定する免疫

学的なモニタリングが重要な問題となろう．68例のリ
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ンパ球について1eu 4と（leu 3a十leu 2a）陽｛生率を検

討した結果，0．90と高い相関性を示し，この結果，leu

4／（leu 3a＋leu 2a）比も0．98±0．004と1に近い値を示

した．1eu 4／（leu 3a＋leu 2a）比はmethylprednisolone

（MP）投与期；0．94±0．19， CYA十MP十AHLG投与

期；0．79±0．11，そしてCYA十MP十AHLG十抗

OKT3抗体投与期；0．10±0．10とMu－CD3投与後では

著しく低下し，この間に強い拒絶反応も抑制された．

 8．蛍光二重染色法を用いたウイルス性肝炎患者末

梢血および肝組織内リンパ球subsetの検討

   （消化器病センター・消化器内科）

      小尾 亨子・長谷川 潔・古川 隆二・

      吉田 錦吾・徳重 三年・山内 克巳・

      久満 董樹・小幡  裕

 ウイルス性肝炎の発症に，キラーT細胞を中心とし

た免疫応答の関与が考えられている．そこで我々は，

B型劇症肝炎（FH），急性肝炎（AH），慢性活動性肝

炎（CAH）患者の末梢血および肝油．織内に浸潤したリ

ンパ球のsubsetを検討した．その結果， FH群の末梢

血では正常群と比較してLeu 2a＋15一細胞， Leu 2a＋15＋

細胞がそれぞれ有意な増加，減少を示した．肝試織内

でも同様に，Leu 2a＋15一細胞が著増していた． AH群，

CH群では，末梢血で正常と変化はないが， CHの肝組

織では，グリソソ鞘の中心部にLeu 3a＋細胞が，小葉

周辺帯にLeu 2a＋15一細胞が認められた。これらのこと

から，いずれの疾患でもキラーT細胞として働く，Leu

2a＋15一細胞の肝炎の発症への関与が示唆された．

 9．進行性指尖壊死を来したレイノー症候群の1例

       （皮膚科）森田 久美・右田 恭子・

            尾立 冬樹・肥田野 信

 41歳，女．3年前からのレイノー症状を主訴に昭和

62年3月30日初診．その年の9月頃から指油壊死が出

現し進行．WBC 2，500，抗核抗体1280×，抗セント・

メア抗体1，280×，抗SS－DNAIgG抗体37U／m1，抗

DS－DNAIgG抗体27U／ml，抗SS・A抗体4×を示した．

上記の症状の他に膠原病を思わせる臨床症状なし．大

量のプロスタグランディンE、点滴静注にもかかわら

ず壊死が進んだが，3月になり壊死の進行が停止した

ため断端形成術を行った．

 10．IgA腎症における補体C3dの沈着と血行動態

   （腎センター内科）

      小野 満也・湯村 和子・若井 幸子・

      佐中 孜・二瓶 宏・杉野信博

 〔目的〕IgA腎症患者では，血清CH，。は正常である

が，腎へC3およびC3dの沈着を認める．IgA腎症の血

中免疫複合体の検索は種々の方法で試みられている

が，今回我々はC3c， C3d結合免疫複合体を以下の方法

にて測定した．

 〔方法〕lgA腎症患者15名，正常人4名の血清を用い，

モノクローナル抗C3c， C3d抗体による免疫酵素抗体

法にて，C3c， C3d結合免疫複合体濃度を測定した．

 〔結果〕IgA腎症患者のC3c， C3d免疫複合体値の平

均は，それぞれ2．3μg／ml，8．9μg／m1であり，正常コ

ントロールと比較して有意差はないが，明らかな高値

例を認めた．腎機能との関連では，C3d免疫複合体値

との間に有意な相関関係はみられなかった．腎組織像

との関連では，中等度の病変でC3d値は高値であっ

た．

 〔考察〕IgA腎症ではC3d免疫複合体が高値を示し，

補体の活性化が一時的におこり，組織への沈着をひき

おこしている可能性が考えられた．

 11．腎疾患における補体C3とC3dの腎糸球体への

沈着

   （腎センター内科）

      湯村 和子・小野 満也・田中 好子・

      佐中  孜・二瓶  宏・杉野 信博

 腎疾患において補体系の関与は，腎糸球体に補体成

分の沈着することからもその成因・進展には重要であ

る．今回，我々は，種々の腎炎における補体C3とC3d

の糸球体沈着に注目し，その動態から腎炎の進展過程

を考察した．対象は，IgA腎症を中心に，患者から採

取した腎生検凍結切片を用いた．免疫グロブリン・補

体の沈着を免疫抗体法を用い，C3cとC3dに関しては

モノクローナル抗体でも検討した．結果は，IgA腎症

と類似の病理所見を呈し，比較的発症の明らかな紫斑

病性腎炎でのC3dの腎への沈着は， C3に続いておこる

ことが臨床病理的に観察された．このことから，IgA腎

症でも同様の過程でC3かC3dの沈着が惹起され，す

でにC3dのみの沈着例では，すでに補体の活性化はな

いことが示唆された．C3沈着が少なく，組織障害の軽

微なIgA腎症では，臨床病理的に軽快方向へ，重症の

ものでは，逆に障害が進行へとつながることが考えら

れた．

 12．Mycoplasma pneumoniae感染症における特

異IgG subclass抗体のEHSA法による検討

   （小児科）

      江波戸景子・平野 幸子・横田 和子

      （微生物学）荒明美奈子・内山 竹彦
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